言語 の 不思議 は 早くから 自分の 頭の 中に かなり 根深 

い 疑問の 種 を 植え付け ていた ものの ようで ある。 六 七 

歳の ころ、 始めて 従兄から 英語の 手 ほどき を 教えられ 

さる 

た 時に、 最初に 出会った セン テンス は、 たしか 「猿が 

手 を 持つ」 というの であった。 その 時、 まず 冠詞と い 

う ものの 「存在理由」 が はなはだしく 不可解な ものに 

思われた。 ^ (当時 かなで 書く とおりに ジ— と 発音し 

ていた) が、 至る ところ 文章の 始め ごとに 繰り返され 

て 出現す る 事が 奇妙に 強い 印象 を 与えた 事 を 記憶する。 

自分の 手の こと を 「持つ」 というの もお かしかった が、 

これが 「手 を」 の 前に 来る 事が はなはだしく 不思議で 



題にまで も 多少 は 触れない わけに は 行かなくなる ので 

ある。 

そうかと 言つ て、 自分で このような 大 問題 を どうに 

かしょう という 非望 を 企てる わけに も 行かない わけで 

あるが、 それでも ただ やみがたい 好奇心から、 余暇 あ 

る ごとに 少しずつ、 だんだんに 手近い 隣接 国民 の 語 1» 

を 瞥見す る 事に なり、 それが 次第 次第に 西漸して いわ 

ゆる 近東から 東欧 方面まで も、 きわめて 皮相 的ながら 

のぞいて 見る ような 行きが かりにな つ て 来たので ある _ 

しろうと ゆうぎ 

こういう 素人 遊戯 —— 自分で は 真剣な つもりで あつ 

て も、 専門の 学者の 立場から 見れば 結局こう いうより 



世界 じゅうの 人間の 元祖が 一 つであろう という 事 は 

単 に 確率論 的 の 考察 から もい ちばん 考え やすい 事で あ 

るが、 今 ここで 軽々 しくそう いう 大 問題に 触れようと 

は 思わない。 ただ 少なくも 動物学 上から 見て 同種な 

Homo Sapiens としての 人間の 世界の 一 部に おいて 

任意の 時代に 発生した 文化の 産物の すべての ものが、 

時と ともに 拡散して 行く の は、 ちょうど 水の 中に たら 

した 一滴の アル コ ホルの 拡散して 行く 過程と、 どこか 

類似した ものであろう、 という 想像 は、 理論 上 それ ほ 

ど 無稽な もので は あるまい と 思われる。 

昔の 詩人 ルク レチ ウス は、 物質の 原子 はちょう どァ 



る。 なお これらの 元素 は 必ずしも 不変な もので はなく 

ラ ディ ォ アクティヴ 

て、 たとえば 放射性物質の ごとく、 時と ともに 

ス ポンテ ニァス 1 アイ ス イン テグ レ— ト トランス ミュ— ト 

自然に 崩 壊し 変遷 する 可能性 を 持つ も 

のと 想像す る。 それで かりに 地球 歴史の ある 一定の 時 

期に おいて、 ある 特別の 地点に おいて、 特殊の 国語が 

急に 発生した と 仮定す ると、 それ はちょう ど 水中に ァ 

ルコ ホルの 一 滴 を 投じた と 同様に 四方に 向か つ て 

1 アイ フユ —ジ ョ ン 

拡 散 を 始める であろうと 仮想され る。 すなわち そ 

の 国語の 語根の ある 一 つ だけ を 取って 考える と、 それ 

は アル コ ホルの 一分 子の ように、 不規則に あちら こち 

うきょく 

らと 人から 人 を 伝わって、 迂曲した 径路 を 取りながら 



が、 また やや もっともらしい 仮定 を 許容 すれば、 問題 

は ある 度まで は、 やはり 物質 分子の 拡散に 類した もの 

となる ので ある。 

かくの ごとき 仮定の もとに、 ある 分子が 時間 t にお 

いて、 距離 尸と、 それよ リ dr だけ 大きい 距離との 間の 

地帯に 達する プロ バビリ ティ は 

w(r,t)dr=l/4 〔# 「SK^」 は 分数 u e- 

r2/4Dt 〔# 「2」 は 上付き 小文字、 「r2/4Dt」 は 

分数、 「- r2/4Dt」 は 「e」 の 上付き u ^ 

であり、 中心から 同時に 出発した 分子 総数が N であれ 

ば、 この 時点に この 地帯に 来る ものの 数 は Nw(r,t)dr 



である。 しかし これらの 分子が 放射 物質の ように 自然 

崩壊 をす る ものと すれば、 この 数 は t について 

しすうかんすう てき 

指数 函数 的に 減じる ので 

とえ t 〔# 「 ， え t」 は 「 e」 の 上付き〕 wfr) 

dr 

であると すべきであろう。 さすれば 距離 r における 密 

度 は、 これ を 2 k rdr で 除した もので、 これ を ひとす 

れば 

ひ (r, t)=N/8 k 2D rt 〔# 「2」 は 上付き 小 文 

8 

字、 「VK2Drt」 は 分数〕 e-(r2/4Dt 〔# 「2」 

は 上付き 小文字、 「r2/4Dt」 は 分数〕 + えり 〔# 



「- (r2/4Dt+ えり」 は 「 e」 の 上付き〕 

で 与えられる。 

もし 中心から 不断に 供給が 続けられ ていれば、 これ 

を 時間 t に対して 積分す る 事になる であろう。 また 中 

心が 空間 的に 分布され て 存在 すれば、 さらに 空間 的の 

積分が 必要になる 事 はもち ろんで ある。 

このような 考え を 実際の 場合に 応用して 具体的の 数 

量的 計算 をす る 事 は、 今のところ、 不可能で あり、 ま 

たしいて これ を 遂行しても、 その 価値 は 疑わしい もの 

である。 しかし、 ただ、 以上の 考察の 中に 含まれた 根 

本の 考えが いくぶん でも 実際の 問題に 触れた ところが 



あると すれば、 右に あげた 数式に よって 代表され た理 

想 的 過程の 内容と その 結果と は、 またい くぶん か 実際 

の 言語の 拡散 過程、 ならびに 時間 的 空間 的 分布の 片影 

ほうふ つ 

を 彷彿させる くら いのもの は あるで あろうと 思われる _ 

もしも この 考えが いくらか 穏当で ある 事 を 許容す る 

とすれば、 そこから いろいろな、 消極的で は あるが、 

だいじな 事 がらが 想定され る。 すなわちまず 世界 じゅ 

うで 互いに 遠く 隔たった 二つの 地点に 互いに 類似した 

言 語が 存在し、 その 中間に は その 連鎖ら しい ものが 見 

つからない 場合が あっても、 それだけ では、 それが 必 

ず 偶然の 暗合で あると は 断定され なくなる。 また ある 



これ はちょう ど 水中の アル コ ホル 分子 を 一 つ 一 つ 捕え 

る 事が できた にしても われわれ は 到底 その 一つ一つの 

径路 を 判定し 難いと 同様で ある。 

しかし 前の 考察から 一 条の 活路が 示唆され る。 それ 

は、 約言 すれば、 同系 言語の 「統計的 密度」 の 「勾配」 

(gradient) によって、 その 系の 言語の 拡散 方向 を 推定 

するとい う 方法で ある。 

前の 算式 によ つ て 示さる る ごとき 理想的の 場合に お 

いて は、 一般に 同種 分子の 密度の 勾配 は、 ともかくも 

中心に 対して 放射 的で ある。 これ はもち ろん 計算 を 待 

たずと も 明白な事 である。 それでも しかりに アジア 大 



進 近.^ 法 (Metllod of sucxessive ^plplroxim^tion) に 

よ つ て 進めん とする 際にまず 試みと して 置かるべき 第 

一 近似の 資料 を 豊富に 供給して くれる ので ある。 

この 識別 法 を 仮定 すれば、 次 は 密度の 統計的 計算が 

問題になる。 前記の 理想的の 場合の 「密度」 が 直接い 

かなる 数に 相応す るか はこれ もむ つかしい 問題で ある 

が、 少なくも その 一 つの 計量と して、 それ それの 地方 

の 国語 中に おける、 問題の 語 系 要素の 百分率 を 取って 

みる 事 も 一 つの 穏当な 試験的 方法で あろうと 考えられ 

る。 そして これ は 必ずしも 不可能な 事と は 考えられな 

ヽ o 

レ 



意 を ひく ほどに 至った ものの あった 事 は 寡聞に して ま 

だ 知らなかった ので ある。 

朝鮮語との 語 象 の 近似 は、 何人もい だくべき 予期に 

反して 案外に 少ない ものの ようで ある。 ウラル アルタ 

イツ ク とも、 少なくも 語彙の 点で は それほど でない 事 

も 論ぜられて いるよう である。 しかし マライ はこの 点 

に ついては おそらく 前 一 一 者に 劣る 事 はなさ そうに 思わ 

れ たので ある。 

その後に Van Hinloopen Labberton が 一九二 五 年 

の アジア 協会 学報に 載せた 論文 を 読んで、 自分の 

しろうと りゆう 

素人 流 の 対比が それほど 乱暴な ものでなかった 事 を 



知る と 同時に、 外国の 学者の 間で はこれ がかな り 前 か 

ら 問題に なって いる 事 を 知る に 至った。 また、 

Whymant という 人の 「日本語 及び 日本人の 南洋 起原 

説」 というの にも 出くわした。 そして その 中で 日本人 

と いう ものが はなはだしく 低能な 幼稚な ものと して 取 

り 扱われて いるのに 不快 を 感じる と 同時に その 説が そ 

れ ほどの 名論と も 思われな いの を 奇妙に 思 つ たりした。 

マライ を 手始めに、 アイヌ や、 蒙古、 シナ、 台湾な 

どと 当たって みると、 もちろん かなり 関係の ありそう 

な 形跡 は 見える が 常識的に 予期され る ほどに 密接と も 

思われな いの を かえって 不思議に 思った。 それから、 



具体的の 例 はこの 序論に おいて は 省略す るつ もりで 

あるが、 ただ 自分の 意味 を 明らかにする ために、 試み 

に 若干の 例 を あげる と、 たとえば、 最も 縁の 遠そう な 

英語です らも、 しいて こじつけようと 思えば かなりに 

こじつけられない 事 はない。 すなわち 

t>eat rf-CH 

laugh walahu 
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soot susu 
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el:c. et:p 

この 程度の もの、 またもつ と 駄洒落ら しい ものなら、 

まだ いくらでも ありそう である。 これらで も、 歴史 も 

何も 考えずに、 子音 転訛 や 同化 や、 字 位 転換 や、 最終 

子音 消失 やで なんとか かと か 理屈 をつ ければ つくで あ 

ろうし、 また 中には 実際に 因果の 連鎖の ある もの も あ 

るであろう。 

もっと 思い切って、 たとえば アフリカへ 飛んで 

Chikaranga の 語彙 を 当たる と、 ちょっと 当たった だ 

けで 



象 Zhou 

魚 liove 〔# 「V」 は 下線 ( I) 付き、 181- 表 組 2 行 目〕 

鳥 

咽喉 huro 

などが 見つかる。 「象」 の 訓キサ と 似た のに は マライ 

の TOajah (サンスクリット からと ある) が あるが、 ゾ 

ゥ とい つたよう なの はずい ぶん 捜した が なかなか 見当 

たりに くくて、 それが、 どうであろう、 突然 こんな 意 

外な 所に 現われた ので ある。 「魚」 も 同様であった。 



「鳥」 はむしろ アイヌの chiri に 近いから 妙で ある。 

土 佐で 咽喉 を 切って 自殺す る 事 を 「フ ロヲ ハネル」 と 

言う が、 この 「フ 口」 が 偶然 出て 来たの はずい ぶん 人 

を 笑わせる。 もっとも 万一 ことによると、 これ はァラ 

ビアの tialq その他 同系の 語 を 通じて 結局 は 西欧の 

gorge, throat Hals などに もつな がり、 また 一 方た と 

えば ベ ン ガリの gam など を 通して かなり 東洋に も 広 

が つてい るの かもしれ ない と 想像され る。 もっと 空想 

をた くまし く すれば 邦語の ゴ 口な どと いうの も 少し は 

怪しくなる くらいで ある。 (鳥の アラビア 語 tair. 〔# 

「t」 は 下 点 付き、 182-2 咽喉の シナ語 tiou lung) 。 



ばか ま 

こういう 種類ので は たとえばた つつけ 袴の カル サ 

ン というの が インドへ ん から 来て いるかと 思う と、 ィ 

タ リアに も 類似の 名が 出て 来たりす るので ある。 (タ 

ミ— ル語 Kalisan. イタリア 語 calzoni)。 

しかし これらの 例 を あげたの は、 決して これらの 語 

が 邦語と 因果 的に 関係して いると いう 事 を 証明す るた 

めで はなく、 むしろた だいかなる 任意の 二つの 国語 を 

取って 比較しても、 この種の 類似が ありうる もので あ 

ると いう 事の 例と して 取った に過ぎない。 それでた と 

えば、 他方で 「魚」 や 「鳥」 の 訓がシ ナ語ゃ 台湾 語で 

説明され ると か、 されない とかいう 事 は、 ここで は 問 



題に ならない ので ある。 

ともかくも 自分の 皮相 的な 経験に よると、 いかなる 

国語の 語彙の 比較で も あまりに おもしろい 「発見」 が 

あり 過ぎる ような 気がする ので、 これ は 少し 考え方 を 

変えなければ ならない という 事に 気が ついた。 そう 思 

わせる もう 一 つの 根拠に、 AB 両国語で 互いに 同じよ 

うな 音 を も つ て いながら 意味の ほうで は 明白に なんの 

関係 もない という 例が、 また かなりに 多い。 最も 滑稽 

つる 

な 例 を あげる と フィンランド 語で は 鶴が liaikara であ 

おおかみ 

り、 狼が susi である。 いかに こじつけ たくても、 

ハイカラ すし 

フィンランドの 鳥獣と 東京 の 高 襟 や、 江戸前 の 鯧とを 



連結すべき 論理の 糸 は 見つからない。 しかし そうなる 

きつね 

と 同じ フィン 語の 狐が kettu であり、 小船が vene で 

あり、 樺が isivu であっても、 これらの 類似の 前 二者 

の 類似と の 間の 本質的 の 差 を 説明す ベ きょり どころ が 

わからなくなる ので ある。 

まさご 

浜の 真砂の 中から 桜貝 を 拾う 子供の ような 好奇心の 

追究 を 一 時 中止して、 やや 冷静に 立ち 帰って 考えて み 

ると、 これ はむしろ なんでもない 事の ようで ある、 統 

計数 学 上の 込み入った 理論 を 持ち出す ほどで なくと も、 

簡単な プ ロバ ビリ ティの 考え か ら、 少なくも 原理 の 上 

から は、 説明の つく 事で ある、 という ふうに 考えられ 



て 来た。 

まず 試みに、 子音に のみ 注目 するとす る。 そうして 

A の 国語に おける 子音の 総数 を n とする。 次に 問題 を 

できるだけ 簡単に する ために B 国語の 子音 を もこれ と 

同数 だとす る。 さらにい ちばん 簡単な 場合 を 考えて、 

ひんど 

各 子音が それぞれ 各国 語に 出現す る 頻度 あるいは 確率 

がー 様で、 皆リに 等しい とすると、 リ =l/n 〔# 「ゆ 

は 分数〕 で 均一 になる。 (これ は 少し 乱暴に 見える かも 

しれない が、 統計的 方法で は 多くの場合 近似の 一 法と 

して 許される 事で ある。 場合によ リ 頻度の 著しく 小さ 

いもの は 省略す る 事 もやって みて よい。) 次に 語 5» 中 



で 子音 一 つより 成る もの、 二つ、 三つ、 四つより なる 

ものと いう ふうに 分類す る。 そして それらの おのおの 

が AB 両国語に 現われる 確率 を それぞれ al a2 a3 … 

…！ DltD2!D3 …… 〔# アラビア数字 はすべ て 下付き 小文字 U 

で 示す とする。 さすれば A 語のう ち ー 個の 子音よ リ成 

る ものの 中の ある 一 つ を 取って、 それと 同義の 語が B 

語で も 同じ .1 個の 子音の 同 順の 排列から なるとい う 事 

の 確率 は wvi 〔#2 文字 目の 「.1」 は 下付き 小文字、 4 

文字 目の 「.1」 は 上付き 小文字 U であると 考える事 がで 

きる。 (無論 A で .1 が 2 の もの を 取る 場合、 B で .1 が 

2 でない もの はこの 統計に は 入れない 事に する ので あ 



る)。 ただし これ は A 語 一 つに 対する B 語に 同じ .1 級 

の シノニムが 他 にないと 仮定す る 場合で、 もし シノニ 

ムが それぞれ d 〔# 「ー」 は 下付き 小文字 U 個ず つ ある 

とすれば この 確率 は 〔# 「.1」 は 下付き 小文字〕 倍に 

増加す る。 もし この 上に メタ セ シス を 許し、 また A 語 

の 一 子音に 対すべき B 語 子音の 転訛 範囲 を 拡張 すれば 

これ はさら に 増加す る。 それが いかに 増加す るか は 計 

算 しょうと 思えば される はずの ものである。 しかし こ 

こで は 最も 簡単な 場合と して、 同数 シノニム という ま 

でに とどめる と 結局 AB 両国 語 * 一 般の 比較に よ つ 

て 得らるべき 純 偶然 的 一 致の 確率 は、 



slalbl V + s2a2b2 ジ 2 + s3a3b3 V 3 

+ …… 〔# s、 a、 b に 続く アラビア数字 はす 

ベて 下付き 小文字、 ジに 続く アラビア数字 はす 

ベて 上付き 小文字〕 

で 与えられる はずで ある。 この 中に 出現す る s、 a、 

b、 リの各 数 は ともかくも 統計的に なんとかして 求め 

られ うる 性質の ものである。 

以上 は できるだけ 事 がら を 簡単に 考えた 考え方で あ 

る。 これ 以上に だんだん 試験的、 近似 的 仮定 を 修正し 

て、 少しずつ 実際の 場合に 近づけて 行く 事 も、 原理 上 

からの 困難 はなく、 ただ 次第に 計算が 込み入る だけで 



ある。 しかし、 今のところ、 あまりに 込み入った 計算 

では 実用に ならない から、 できるならば 簡単な 形で 進 

みたい。 

それで 第一 の 試みと して は、 まず 前記の いちばん 簡 

単な 場合に なるべく 適合す るよう に、 材料の ほう を 選 

定し 排列す る 事で ある。 それ はたと えば 両国語の 適当 

な 語彙から 比較に 不適当な 分子、 たとえば 本質的で な 

いと 思わる る 接頭語、 接尾語な ど を 整理し (もちろん 

これに は ある 仮定 を 要する が、 それが tentative 

method として 許容され る 事 は、 いわゆる 精密科学に 

おいても 同様で ある。 そして この 仮定 に は 従来 言語学 



者 の 苦心 研究の 結果が 全部 有効 に 利用され る はずで あ 

る。) そうして それにつ いて 上記の ab を 出し、 S は 「近 

似 的 平均値」 を 推定して 導入す る。 ここでい ちばん 困 

難な は AB の n を 同一に 整理す る 事で あるが、 これに 

も いろいろの 方法が ある。 たとえば A 日本語と B 英語 

の 場合なら ば、 まず 日本語の ほう を、 かりに 「日本式 

口 ー マ 字」 で 書く、 しかして 英語 子音の 「文字」 の 中 

で 日本式に ない もの はかりに 後者の どれ かで 「置換」 

する。 たとえば？ や q を 皆 k に 直す 類で ある。 複 子音 

も 同様で ある。 X など は 省いても、 何 かで 置換しても 

統計の 結果の 値に はたい した 影響 は 与えない 事 は 明ら 



かで ある。 アラビア などと なると、 だいぶ この 置換が 

困難な 問題と なる が、 しかした とえば 喉 音の ある もの 

は 半数 だけ k か g、 残り 半数 を h で 代用 するとい うよ 

うな 試験的 便法 を 取って 第 一 歩 を 進める 事 もで きる。 

(ここに 統計的 方法の 長所が あると も 言われる。) また 

たとえば マライ 語の 場合なら ば ber, mer, per などの 

プレ フィックスの r を 省いて みると か、 中間の M を 省 

いてみ ると かする 事 も 試みて よい わけで ある。 

テン タティ ヴ 

かくの ごとき 試験的の 整理に よって、 ともかくも 両 

国語の 子音が それぞれ かりに 十四に なった とする。 次 

にかり に al a2 a3 a4 bl b2 b3 b4 〔# アラビア数字 はす 



ベて 下付き 小文字〕 がいずれ も 1\4 〔# 「1\4」 は 

分数〕 で a5!D5 〔# 「5」 はすべ て 下付き 小文字〕 以上 は 

零と し、 sls2s3s4 〔# アラビア数字 はすべ て 下付き 小 文 

字〕 が 平均 皆 4 だと 仮定す ると 

siaibi 〔# 「ー」 はすべ て 下付き 小文字〕 =1/4 

〔# 「s」 は 分数 Li= 1, 2, 3, 4. 

カ= 1/4 〔# 「い」 は 分数〕 (1/14 〔# 「1/14」 

は 分数〕 + 1/142 〔# 「2」 は 上付き 小文字、 

「1/142」 は 分数〕 + 1/143 〔# 「3」 は 上付き 小 

文字、 「1/143」 は 分数〕 + 1/144 〔#2 つめの 

「4」 は 上付き 小文字、 「1/144」 は 分数〕 ) 



1/14 〔# 「1/14」 は 分数〕 = 0.07144444 

1/142 〔# 「2」 は 上付き 小文字、 「1/142」 は 分 

数〕 = 0.00510204 

1/143 〔# 「3」 は 上付き 小文字、 「1/143」 は 分 

数〕 = 0.00036443 

1/144 〔#2 つめの 「4」 は 上付き 小文字、 

「1/144」 は 分数〕 = 0.00002603 

P = 0.07693694〔#「p = 0.07693694」 は 上線 (—) 

付き〕 --. 4 .ー 一- 0.0192 

すなわち、 指定の ごとき 比較に よって、 全然 偶然から 

来る 暗合の 率が 約 一 一 プロ セント はでき る 事になる。 



しかし、 上の 仮定で 明らかに 最も 不都合な の は、 子 

音た だ 一 つ を もつ 語の 割合 を はなはだしく 大きく 見す 

ぎた 事で ある。 これ はシナ 語の 場合の ほかに は 明らか 

に 適用され ない。 

それで、 かりに、 単 子音 語の 確率 を 著しく 小さい と 

して 度外視し、 なお 次の ごとく 仮定す る。 

al = tDl = 0; a2 = a3 = tD2 = !D3 = 4/10; a4 = 

t4 = 2/10 〔# アルファベットに 続く アラビア 

数字 はすべ て 下付き 小文字、 「4/10」 「2/10」 は 

分数〕 

•: ^ (0.16 X 1/142 〔# 「2」 は 上付き 小文字、 



「1/142」 は 分数 u +0.16 X 1/143 〔# 「3」 は 上付き 

小文字、 「1/143」 は 分数 U + 0.04 X 1/144 〔#2 つめ 

の 「4」 は 上付き 小文字、 「1/144」 は 分数〕 ) 

^ X .=• 0.0035 

すなわち わずかに 〇、 四 プロ セント 弱ぐ らいに 減じて 

しまう ので ある。 

なお、 もしも、 シノニムの 数が、 上記 4 の 二倍で あ 

ると すれば、 以上の 百 分 値 はや はり 二倍になる だけで 

あるから、 このほうから 結果の 桁 数に 著しい 影響 は 起 

こらない。 

次に 特別な 場合と して、 邦語 を かな 一 つ 一 つに 切り 



離し、 その 一つ 一 つと 音韻の 似た 原語と 同義の シナ文 

字 を 求め、 それ を 接合して 説明 を するとい う、 普通よ 

く ある やり方 をす ると どうなる か。 この場合 は、 al 

tDl 〔# 「ー」 はすべ て 下付き 小文字 U いずれも 1 で 他 は 

零と なる から 

で = sialyl 〔# 「ー」 はすべ て 下付き 小文字 U 

1/14 〔# 「1/14」 は 分数〕 ^ 〔# 「ー」 は 下付 

き 小文字 u X 0.0714 

しかるに シナ では 異音 類義の 字が 多い からこの d 〔# 

「ー」 は 下付き 小文字〕 が 大きくな りうる。 かりに，^ 〔# 

「ー」 は 下付き 小文字 U を 5 とすると、 三 五、 七 プロ セ 



ント という 多数の 暗合 を 見る 事になる。 これ はこの 種 

の 方法に よる 比較の 価値 を 判断す る 際に 参考に なると 

思う。 なおこの 場合に 同じ 漢字の 発音に 対して、 各地 

方 的 発音の 異なる もの を 材料と して、 その 中から 都合 

のい いもの を 採る となると，^ 〔# 「ー」 は 下付き 小文字 U 

がさら にいつ そうはな はだしく 大きくな つて、 結局 

どうで もなる という 事に なり、 かくの ごとき 比較の 言 

語学 上の 価値 はき わめて 希薄に なって 来る 事 は 明らか 

である。 

次に 比較の 標準 を 少し 下げて、 メタ セ シス を 許容す 

ると、 P の 展開 式の 〜項に※ 〔# 「ー」 の 左側と 下側 を 線 



で 囲った 記号、 187-S が 乗ぜられる 事になる が (ただし 

子音が 皆 異なる として)、 これで は 少なくも n が あま 

り 小さくない 限り、 明らかに 最後の 結果の 桁 数に 変化 

は 起こらない。 

次に、 子音 転訛 を 拡張して 行く と、 上記の n が 減少 

し、 ジが增 加す るから、 これ は P に 重大な 影響を及ぼ 

す 事と なる。 かりに 濁音 を 清音と 同じに したり、 k と 

h、 m と b、 S と t など を 同一視したり いろいろして 

きんきん 

行く と、 独立した ものの 数 n は 僅々 五つ か 六つに なつ 

てし まう。 従って 最後の P は 著しく 増大す る。 たとえ 

ば、 n を 5 とすると 



^, 〔# 「ゆ は 分数〕 =0.2; 1/52 〔# 「2」 は 

上付き 小文字、 「1/52」 は 分数〕 = 0.04; 1/53 〔# 

「3」 は 上付き 小文字、 「1/53」 は 分数〕 = 0.008; 

1/54 〔# 「4」 は 上付き 小文字、 「1/54」 は 分数 U 

= 0.0016 

であるから ひ 1 = !D1 = 0; ひ2 = 1d2 = ひ 3 = = 4/10; ^ = 

t-4 = 2/10 〔# アルファべ ットに 続く アラビア数字 はすべ て 

S 

下付き 小文字、 「4/10」 「2/10」 は 分数 U の 場合で も、 P 

X 0.007744 となり、 S が 4 ならば、 約 三、 一 ％ を 得る 

わけで ある。 すなわち、 三分ぐ らいの 符合で は 偶然 だ 

か、 偶然で ないか わからない 事になる。 



以上 はもち ろん かなり いろいろな 無理な 仮定の もと 

に 行なった 計算 である。 これ を 逐次 修正 し て 言語学者 

の 要求に 応ずる よう に 近づ け て 行く - ^ と は 必ずしも 困 

難で はない が、 ここで はしば らくこれ 以上に 立ち入ら 

ない 事に する。 

要するに これ は、 表題に も 掲げた とおり、 比較 言語 

学 上に おける 統計学 的 研究の 可能性 を 暗示す るた めの 

一 つの 試みに 過ぎない ので ある。 

学者の 中には、 二つの 国語の 間の 少数な 語彙の 近似 

から、 大胆に 二つの ものの 因果関係 を 帰納 せんとす る 

人 も あるよう であり、 また 一方に おいて あまりに 細心 



ついて、 さらに 最初の 仮定の 再吟味 を 遂行し、 その 結 

果 に基づいて 修正され た 新たな 仮定 を 設け、 逐次 かく 

の ごとくして いわゆる 漸近 的 近似 法に よ つ て 進行 すれ 

ば、 少なくも 現在より は、 いくらか 科学的に 研究 を 進 

めら れ はしない かと 考える ので ある。 

たとえば 子音 転訛の 方 則の ごときで も、 独断 的の 考 

え を 捨てて、 可能なる ものの 中から 甲乙丙 …… 等の 作 

業 仮定 を 設けて、 これらに それぞれ 相当す る P を 算出 

し、 また 一 方 この 仮定に よる 実際の 比較 統計の 符合の 

率 を 算出し、 この 両者 を 比較して、 その 結果から 甲乙 

丙 い ずれが 最も 穏当で あ る か を 決定す ベ きで ある。 



た 時代から 見た 時に 幼稚に 不完全に 見えない ものが い 

かなる 初期の 科学の 部門に 見いだ されうる であろう か。 

余談 はしば らくお いて、 AB、 Ac、 AD の 関 

係、 なお 念のために 比較の 主客 を 置換して BA、 CA、 

DA …… の 関係の 濃度に 対する だいたいの 比較的の 数 

値 を 定める 事が できた とすれば、 少なくも ここに A B 

という 一 つの 「鎖の 輪」 が、 従来より はや や 科学的な 

根拠の 上に 仮設され る。 さすれば 次に は、 前に A につ 

いて 行なった と 同様の 方法 を、 今度 は B について 行な 

うべき である。 そうして ともかくも、 BC という、 「次 

の 輪」 の 見当 をつ ける。 頃 次 かくの ごとくして、 でき 



く 夢の ような 空想で あるか もしれ ない。 

(付記) 以上の 考察に おいて は、 最も この種の 取 

り 扱いに 便宜 だとい うだけ の 理由から、 単に 「語 象」 

「単語」 のみ を 問題と して、 語 辞 構成 法 や 文法 上の 問題 

に は 少しも 触れなかった。 しかし 自分 は 決して 後者の 

比較の 重要な 事 を 無視して いるので はない 事 を 断 わつ 

てお きたい。 もっとも 文法の ごとき もので も、 これ を 

数理 的の 問題と して 取り扱う 事が 必ずしも 不可能と は 

思われない。 事 がらが、 見方によっては ある 有限 数の 

型式 的 要素の 空間 的 排列の 方式に 関する ものであると 



る。 全体に 対する 実際 の 符合 率が 偶然に よる 符合 率に 

対する 比の みが 意味 を もつ、 ここで は それ を 問題に し 

たという 事で ある。 

(昭和 三年 三月、 思想) 
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